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奥琵琶湖パークウェイがある葛籠尾崎には、謎に包まれ
つ づ ら お ざ き

たもう一つ顔があります。葛籠尾崎から竹生島までの湖底
には遺跡が数十ヶ所も見つかっており 「葛籠尾崎湖底遺、

い せ き

跡」と呼ばれています。湖底に沈積した縄文土器。その原
ちんせき じょうもんどき

因は、大正１３年（１９２４年）の発見以来いろいろな説
が提唱されてきましたが、決定的な解明には至っていませ
ん。桜の向こうに縄文の春風を感じてください。

近江の美知普請
お う み の み ち ぶ し ん

「美知普請」に参加してみませんか！
維持補修担当 ＴＥＬ (0749)-82-3889（直通）道路計画課

(0749)-82-3434（代表）
受付時間 8:30～17:15（土・日・祝祭日を除く）

滋賀県では、平成１５年度から県が管理する道路において、通勤・通学する皆様にボランティアで
つうきん

異常をチェックしてもらったり、自治会、企業等に道沿いの植 栽を管理等をしていただく「近江の
いじょう しょくさい

美知普請」事業を実施いたします。多くの皆様のご参加をお待ちしております。(^^)
「万葉集」では 「みち」に「美知」を当て字にした用例があるそうです。人々が山や海の向こう

まんようしゅう ようれい

に何があるのだろうと道を眺め、道を通じ美しいものがくると考え、その感性が「道」を「美しく知
る」と書くことにつながったようです。一方 「普請」とは、禅語で「普く請う」と読み 「大勢に、 、

ふ し ん ぜ ん ご あまね こ

お願いする」という意味です。地域の人々が道をつくって、守っていくものという意味が込められ、
滋賀県でも各地で行われてきました。

「 」 、 「 」 、 、 、この先人の感性から生まれた 美知 と 奉仕の精神である 道普請 を重ね合わせ 県と 県民
自治会、ＮＰＯ、企業等が協 働して道路管理を行う試み「美知普請」を始めます。

きょうどう

マイロード登録者制度
道路の穴ぼこや側溝蓋の破損などを見つけた場合、連絡していただくボランティア制度です。

そっこうぶた は そ ん

道路愛護活動事業
自治会等の団体が道路の植栽の管理や美化清掃等の活動をしていただくボランティア事業です。

び か せ い そ う

「美知メセナ」制度
地域の企業等に道路の植栽の管理や美化清掃等の活動をしていただくボランティア制度です。

猪（イノシシ）

神戸の住宅街に出 没するイノシシのニュースがテレビで流れていましたが、最近その数が非常に増
こ う べ しゅつぼつ

えてきているそうです。そのため農作物への被害が大きな問題にもなっています。木之本建設管理部
のうさくもつ ひ が い

管内でも農作物への被害が増えており、進入防止柵があちこちに設置されています。
しかし、イノシシの問題は農家だけの問題ではなくなってきました。当部が管理している道路や河

川にもその影 響が及んできています。それは、イノシシが所か
えいきょう

まわず土を掘り返す状況があるからです。一説によると、ある
植物の根を好んでたべるため掘り返すのだそうです。特にこの
行為が山地部道路の斜面上で頻繁に見られるようになってきま

しゃめん ひんぱん

した。この斜面を掘り返されると、道路上に土砂や岩石が落下
してきて通行車両等に危険が生じますし、また斜面を弛めるこ

ゆる

、 。とになり 斜面全体の不安定化を招いてしまうこともあります
ふ あ ん て い か まね

道路をパトロールしていて、石等が落下しているのを見つけ斜
面を見上げると、イノシシの仕業ということがよくあります。

し わ ざ

今のところ予防策がなく、早く山奥に帰ってくれるのを願って
よ ぼ う さ く

います。
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奥琵琶湖パークウェイ葛籠尾崎展望台

法面保護工（法枠工）の被害
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第５回 河川砂防課 砂防担当

河川砂防課砂防担当では、土砂災害・雪崩災
か せ ん さ ぼ う か さ ぼ う た ん と う ど し ゃ さ い が い な だ れ

害から地域の皆さんの生命・財産を守るための災害対策事業をおこなっ
ています 代表的な事業として 土石流を捕捉するための砂防堰堤 崖崩。 、 、

どせきりゅう ほ そ く えんてい がけくず

れを防ぐための擁壁工、雪崩を防ぐための予防柵工を整備しています。
ようへきこう よ ぼ う さ く こ う

わたしたちは、災害を未然に防ぎ、景観・生態系に配慮した施設を整備
み ぜ ん けいかん せいたいけい はいりょ

することにより、安全で安心できる地域づくりを目指しています。
連絡先 河川砂防課 砂防担当 ＴＥＬ (0749)82-3962（砂防担当直通）

(0749)82-3434（代表）
受付時間 ８：３０～１７：１５（土・日・祝祭日を除く）

中河内のザゼンソウ群落
なかのかわち ぐんらく

ザゼンソウは北海道から本州北中部、
中国地方の日本海側に分布する湿地性のサトイモ科の大型の多年草

ぶ ん ぷ し っ ち せ い た ね ん そ う

で、サトイモ科特有の仏炎苞が暗紫褐色をしているのが特 徴です。
ぶつえんほう あんしかっしょく とくちょう

花の姿が達磨大師が座禅を組む姿に似ているためこの名前がついたそ
だ る ま だ い し ざ ぜ ん

うで、ダルマソウともいいます。余呉町中河内のザゼンソウ群落とそ
の自生地は、滋賀県北部の植 生 環境が、日本海側植物分布の南限付

じ せ い ち しょくせいかんきょう なんげん

近に位置しているという特 徴を示している点で貴重なものです。平
とくちょう きちょう

成１２年（１９９９年）に滋賀県の天然記念物に指定されています。花期は３月～５月ですので一度
てんね ん き ね ん ぶ つ

訪れてみられてはいかがでしょうか。

余呉湖 羽衣伝説
はごろも でんせつ

（伊香郡余呉町川並）
い か よ ご かわなみ

今回は北国街道から少しそれた、木之本宿と柳ヶ瀬の関の中間西方に位置
ほっこくかいどう き の も と じ ゅ く や な が せ の せ き

する余呉湖にまつわる古代ロマンを紹介します。
こ だ い

古くから開けた湖北地域には古代豪族の興亡があったようで、かれらにま
こだ い ご う ぞ く こうぼう

つわる神話・伝説が数多く生まれ、現在まで伝えられてきました。余呉湖の
し ん わ

羽衣伝説は、三保の松原や丹後峰山と並ぶ日本の三大羽衣伝説として有名で
み ほ の ま つ ば ら た ん ご み ね や ま

す 世界で最も古く文字化された白鳥処女伝説が 帝王編年紀 養老七年 ７。 「 」 （
はくちょうしょじょ て い お う へ ん ね ん き ようろう

２３年）の条に記されています。
じょう き

「古老の伝えによると、近江国、伊香の郡、與胡の郷、伊香の小江（余呉
こ ろ う お う み い か ご こおり よ ご さと い か ご の お え

湖）は、郷の南にありました。ある日、８人の天女が白鳥となって天より舞
てんにょ

い降り、湖の南の方で水浴びをしていました。この時、伊香刀美は西の山か
み ず あ い か と み

ら白鳥を見て、その形が変わっていたので、もしかしたら神人ではないかと
かみびと

近づいてみると、本当に神人でした。伊香刀美は、一目で天女に心を奪われ
帰ることができません。ひそかに白い犬を使って天女の羽衣を盗み取らせました。羽衣は末の妹のも

すえ

のでした。これを知った７人の姉たちは天に飛び上りましたが、妹は飛び去ることが出来ません。天
への路を閉ざされた天女は、仕方なくこの地に住むことになりました。天女が水浴びしていた所を今

みち と

では「神の浦」といいます。伊香刀美と天女は結婚してこの地
か み の う ら

に住み、二男二女が生まれました。兄の名は意美志留、弟の名
お み し る

は那志等美、姉は伊是理比�、妹は奈是理比売といい、４人は
な し と み い せ り ひ め な せ り ひ め

伊香連の先祖となります。後に天女は羽衣を探し出し、天に昇
いかごのむらじ せ ん ぞ

ってしまいました。伊香刀美は、ひとり空しく床を守り嘆き悲
むな とこ なげ

しんだといいます 」。
伊香氏は、現在の伊香郡を拠点に活躍した古代王で、最古級
い か ご い か

の前方後方墳を含む１３０基を超す古保利古墳群（伊香郡高月
ぜんぽうこうほうふん こ ぼ り こ ふ ん ぐ ん

町）は、安定した長期政権を物語るものだといわれています。この伝説は、伊香氏の氏族神話だと考
し ぞ く

えられていますが、この他にも桐畑太夫と天女、ふたりの子が菅原道真だったという菅公伝説
き り は た だ ゆ う すがわらのみちざね かんこう

（天満天神社縁起 、桐畑太夫と大鯉の伝説（大日本地誌大系）桐畑太夫と織 女の伝説（雑話集）など）
てん ま て ん じ ん じ ゃ え ん ぎ こい だ い に ほ ん ち し た い け い しょくじょ ざつわしゅう

があります。七夕
たなばた

２

春の余呉湖

天女と衣掛柳（後方）

ザゼンソウ

生物が行き来出来る堰堤

白谷川
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滋賀県伊香郡高月町西野
い か たかつき に し の

自動車：県道木之本長浜線（湖岸道路）木之本方面左手２分
電 車：ＪＲ北陸本線高月駅下車 徒歩１時間 自動車１０分

西野恵荘が洪水に苦しむ村人と力を合わせ、５年西野水道
に し の す い ど う に し の え し ょ う

の歳月をかけて琵琶湖まで排水トンネル「西野水道」を完成さ
（ ）。 、せたのは弘化二年 １８４５年 現在は先人の労苦をしのび

こ う か

ほりぬき公園として整備されています。公園の桜は、完成に沸
わ

きかえる江戸時代の西野村住民の喜びを伝えるかのように、
西山と余呉川と田園風景の中で輝きを放っています。
にしやま

滋賀県伊香郡木之本町田居～黒田
き の も と た い く ろ だ

自動車：木之本ＩＣより国道８号福井方面へ２分
電 車：ＪＲ木之本駅下車 徒歩２０分

余呉川両岸の堤防沿いの桜並木も有名です。全長２余呉川
よ ご が わ て い ぼ う ぞ

ｋｍにわたって桜が美しく咲き乱れ、桜吹雪が余呉川の水面
ふ ぶ き

をピンクに染め上げます。田園風景の中に映える桜は、いか
ごの桜の代表選手として地域の人々に親しまれています。

滋賀県伊香郡余呉町
よ ご

自動車：木之本ＩＣより国道３６５号福井方面へ５分左手２分
電 車：ＪＲ余呉駅下車 徒歩３分

昭和３０年（１９５５年）代に植えられた余呉川余呉湖
よ ご こ

導水路沿いの桜並木。５０本ほどしかないのですが、写真愛
ど う す い ろ

好家、観光客に特に人気のあるおすすめスポットです。人が
多いので、桜と余呉湖と菜の花をうまくフレームに納めるに

(^^);は、早朝がよさそうです。

滋賀県伊香郡西浅井町
にしあざい

自動車：国道８号塩津より国道３０３号今津方面へ１分左手
し お つ い ま づ

電 車：ＪＲ永原駅下車 徒歩３０分
西浅井町月出峠～葛籠尾崎～菅浦～奥琵琶湖パークウェイ

お く び わ こ つきでとうげ つ づ ら お ざ き すがうら

大浦を結ぶ全長１８．８ｋｍ（県道葛籠尾崎大浦線、葛籠尾
おおうら つ づ ら お ざ き お お う ら

崎塩津線）は、お花見スポットとしても全国屈指の人気を集
し お つ く っ し

めています。４，０００本もの桜並木がピンクの帯のように
続きます。湖岸、山間の景色の変化を眺めながら、陥没湖特

か ん ぼ つ こ

有の溺れ谷がつくる奥琵琶湖の自然美を堪能できます。
お ぼ れ だ に たんのう

滋賀県伊香郡西浅井町大浦～高島郡マキノ町海津
おおうら か い づ

自動車：国道８号塩津より国道３０３号今津方面へ５分左手５分
し お つ い ま づ

電 車：ＪＲ永原駅下車 徒歩３０分
ながはら

近畿圏では遅咲きの桜の名所として知られている桜海津大崎
か い づ お お さ き き ん き け ん

並木は、昭和１１年（１９３６年）に大崎トンネルの完成を記
念して植樹されたものです。奥琵琶湖に春の訪れを告げる代表
的な風物詩となっています。琵琶湖沿岸に延長約４ｋｍにわた

ふ う ぶ つ し

って約６００本のソメイヨシノ桜が咲き誇り、美しい花のトン
ネルを散策する多くの観光客でにぎわいます。平

さんさく

成２年（１９９０年）には「日本のさくら名所百選」に選ばれ
ています。開花時期は３～４月上旬の天候に影響されるので、新聞、ホームページ等の桜情報を参考
にして下さい。

３
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土砂災害防止法
ど し ゃ さ い が い ぼ う し ほ う

「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」

「土砂災害防止法」とは、土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある区域につ
いての危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制、既存住宅の移転促進等のソフト

しゅうち け い か い ひ な ん よくせい

対策を推進しようとするものです。
平成３年（１９９１年）から１２年（１９９９年）までの１０ヶ年で土砂災害の平均発生件数は、

平成９年（１９９６年）から続く異常気象の影響等も相まって９５８件に達しています。また、新た
な宅地開発等に伴い、危険箇所は年々増加しています。そのすべての危険箇所を対策工事によって安
全にしていくには膨大な時間と費用が必要となります。このため人命を守るためには土砂災害防止工
事のハード対策と併せ
て、土砂災害の危険性
のある区域を明らかに
し、その中で警戒避難
体制の整備や危険な箇
所への新規住宅等の立
地抑制等、ソフト対策
を充実させていくこと
が大切です。
木之本建設管理部で

は、平成１３年度から
土砂災害警戒区域およ
び土砂災害特別警戒区
域指定等のための基礎
調査を進めています。

堰堤改良事業
えんてい

余呉川管理事務所では、平成１３年度から１５年度までの３カ年計画で国の補助を受け、放 流ゲー
ほうりゅう

トの改良・テレメータ（無線通信設備）の新設・更新・ダム操作のコンピュータ化・事務所の改築等
む せ ん つ う し ん せ つ び

の堰堤改良事業を行っています。
、 （ ）現在の事務所は 昭和３４年 １９５９年

の建築で（４４年経過）建物自体もかなり
老朽化しています。このため、新しい設備を
ろうきゅうか

、 、より機能的に活かし 余呉川の洪水の防止や
こうずい

利水・環境保全等、管理体制の一層の充実を
り す い

図るべく改築中です。
完成後には、建物正面上部には地域にマッ

チするよう、余呉湖の羽衣伝説をイメージし
たレイアウトや、地域に親しまれる事務所と
なるよう、簡単なＰＲルーム等も開設する予
定です。
平成１５年１２月頃には新しい事務所、設

備で管理運営を開始する予定です。

編集後記
湖北地方のなが～い冬が終わり、ようやく春がやってきました。花の便りもあちこちで聞かれるようにな

たよ

。 、 。ってきました 桜前線の情報を集めながら そろそろ花見の計画をたてている方もおられることと思います
木之本建設管理部管内にも桜や山菜など五感を通して春を感じるところが数多くあります。忙しい毎日の疲

ご か ん

れを癒したいときは、ぜひ一度訪れてみてください。そんな時には、事前に「ＩＫＡＧＯ通信」での情報チ
いや

ェックをお忘れなく。(*^_^*) 発 行 木之本建設管理部ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ委員会
事務局 計画調整課 TEL 0749-82-3881

４

土砂災害警戒区域の指定（都道府県知事）
●情報伝達、警戒避難体制の整備 （警戒避難体制）
●警戒避難に関する事項の住民への周知 → ・市町村地域防災計画

（災害対策基本法）

土砂災害特別警戒区域の指定（都道府県知事）
●特定の開発行為に対する許可制 （建築物の構造規制）
　対象　：　住宅宅地分譲、社会福祉施設等のための開発行為 ・居室を有する建築物の構造基準の設定
●建築物の構造規制（都市計画区域外も建築確認の対象） → （建築基準法）
●土砂災害時に著しい損壊が生じる建築物に対する移転等の勧告 （移転支援）
●勧告による移転者への融資、資金の確保 → ・住宅金融公庫融資等

対象となる土砂災害　：　急傾斜地の崩壊、土石流、地すべり

土砂災害防止対策基本方針の作成（国土交通大臣）
・土砂災害防止のための対策に関する基本的事項

▼

▼

・特別警戒区域内の建築物の移転等の方針

基礎調査の実施（都道府県）
・土砂災害警戒区域および土砂災害特別警戒区域指定等のための調査

・基礎調査に関する指針
・土砂災害特別警戒区域等の指定方針

改築工事が進む管理事務所


